
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

August 2021 

6 月も新型コロナの第 3 波が景気下押し 

► 2021 年 6 月のタイ経済は、新型コロナの第 3

波の発生により、下押し圧力がかかっていま

す。民間消費・投資は前月に比べ鈍化傾向に

あります。また、渡航制限の影響から外国人旅

行者の低迷も続いています。しかし、輸出は、

貿易相手国の需要が拡大を受け、多くの物品

項目が回復を続けています。 

 

► 2021 年 7 月のヘッドライン・インフレ率は、前年

同月比 0.45％上昇し、4 ヶ月連続でプラス成長

になりました。その主な理由は、運輸・通信など

非食品部門の価格が上昇したほか、石油製品

の価格拡大を背景にエネルギー部門が大幅に

上昇しました。一方で、振れ幅の大きい生鮮食

品とエネルギーを除くコア・インフレ率は、前年

同月比 0.14％の小幅な上昇で、前月と比べ横

ばいとなりました。 

 

► カシコン・リサーチセンターは、タイの 2021 年の

新車販売台数予測を前年比 9.0～5.3％減の 72

万～75 万台に下方修正しました。新型コロナウ

ィルスの感染拡大を理由としています。一方、

21 年の自動車生産台数は前年比 12.0～

17.5％増の 160 万～168 万台と予測しました。

カシコン・リサーチセンターは、タイを含む多くの

国で、インドで初めて特定された変異株「デルタ

株」が猛威を振るっている状況を受け、予測を

見直しました。 

 

2021年6月のタイ経済情報 

タイ中央銀行が発表した2021年6月の重要な経済指

標によると、新型コロナウイルス感染症の第3波は

引き続きタイ景気回復に下押し圧力がかかっていま

す。民間消費・投資も前年に比べ鈍化傾向にあり、

渡航制限の影響から外国人旅行者の低迷も続いて

います。しかし、輸出は、貿易相手国の需要が拡大

を受け、引き続き伸びており、工業生産を引き上げ

ました。 

6月の民間消費は前年同月比1.2％縮小しました。非

耐久消費財が3.4％減、サービスが3.3％減となりま

した。半耐久消費財が5.0％増、耐久消費財が

12.0％増となったものの、いずれも伸び率は前月に

比べて鈍化しました。 



 

 

 

 

 

  

一方で、民間投資は、前年同月比18.3％上昇しまし

た。国内の機械販売が34.5％増、機械・設備を中心とし

た資本財の輸入が26.5％増、商用車の購入が11.2％

増、建材の販売が3.4％増となりました。しかし、前月比

でみると0.2%増となり、やや持ち直しました。 

6月の輸出は、前年同月比46.1％増の236億米ドル

となりました。貿易相手国の需要が拡大を受け、

多くの物品項目が回復を続けています。このほ

か、電子製品の輸出はサイクルの好転による恩恵

を受けました。 

工業生産に関しては、輸出の拡大により、前年同

月比17.6％上昇しました。また、観光業では、外

国人観光客が依然として落ち込んでいます。 

2021 年 7 月のタイのインフレ率 

商務省が発表した2021年7月のヘッドライン・インフレ

率は、前年同月比0.45％上昇し、4ヶ月連続でプラス成

長になりました。その主な理由は、運輸・通信など非食

品部門の価格が上昇したほか、石油製品の価格拡大

を背景にエネルギー部門が大幅に上昇しました。 

品目別にみると、食品・飲料部門は前年同月比0.47％

減でした。米・粉製品が5.61％、果物・野菜が3.22％そ

れぞれ下落したことで、全体を押し下げました。しかし、

調味料は3.79％、卵・乳製品は2.47％、肉・魚は0.25％

上昇しました。一方で、非食品部門は前年同月比

1.06％上昇しました。運輸・通信の上昇が、全体を押し

上げました。 

一方で、振れ幅の大きい生鮮食品とエネルギーを除く

コア・インフレ率は、前年同月比0.14％の小幅な上昇

で、前月と比べ横ばいとなりました。 

6 月の輸出は、前年同月比

46.1％増の 236 億米ドル。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の新車販売、最低 72 万台の予測 

カシコン・リサーチセンターは、タイの 2021 年の新車販

売台数予測を前年比 9.0～5.3％減の 72 万～75 万台に

下方修正しました。新型コロナウィルスの感染拡大を理

由としています。一方、21 年の自動車生産台数は前年

比 12.0～17.5％増の 160 万～168 万台と予測しました。 

カシコン・リサーチセンターは、タイを含む多くの国で、イ

ンドで初めて特定された変異株「デルタ株」が猛威を振

るっている状況を受け、予測を見直しました。 

タイと東南アジア諸国連合（ASEAN）の新規感染者数が

第 3 四半期に今年 6 月程度まで減少し、新型コロナの

感染拡大による生産停止期間も短期間にとどまった場

合は、21 年の新車販売台数が 5.3％減の 75 万台、輸

出台数が、29.0%増の 95 万台、生産台数が 17.5%増の

168 万台になると予測しています。 

一方、タイと ASEAN の新規感染者数が今年 6 月程

度まで減少するのが今年末まで遅れ、さらに新型コ

ロナの感染拡大による完成車工場の休業が 1 ヵ月

に及んだ場合は、新車販売台数が 9.0%減の 72 万

台、輸出台数が 21.0％増の 89 万台、生産台数が

12.0％増の 160 万台になると予測てしいます。 

カシコン・リサーチセンターは、年初に通年の新車販

売台数を前年比 4～8％増の 82 万 5,000～85 万

5,000 台と予測しました。しかし、新型コロナの流行

第３波を受けて、4 月末に前年比 1.5%減から 3.5%増

の 78 万～82 万台に引き下げていました。輸出台数

予測、5 月末から据え置きました。 


